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凡

例

一
、

{
巻
に
は
上
田
貞
次
郎
先
生
の
人
口
問
題
研
究
に
関
す
る
著
書
並
に
主
要
論
文
を
収
録
し
た
。
本
巻
に
収
録
し
な
か
っ
た
論
文
は
尚

　
ほ
多
数
に
上
る
が
、
そ
れ
は
本
全
集
最
終
巻
た
る
第
七
巻
に
載
せ
る
「
著
作
目
録
」
に
つ
き
見
ら
れ
た
い
。

二
、
本
巻
は
昭
和
十
八
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
上
田
貞
次
郎
全
集
、
第
六
巻
、
人
口
問
題
』
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
が
、
今
回
こ

　
れ
を
『
日
本
人
口
論
』
と
す
る
に
当
っ
て
第
二
部
に
は
新
た
に
四
、
六
、
七
、
九
、
二
〇
の
論
文
五
篇
を
新
た
に
追
加
す
る
と
共
に
、

　
そ
の
配
列
を
大
体
発
表
さ
れ
た
年
次
順
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
但
し
『
日
本
人
口
問
題
法
究
、
序
文
』
に
は
第
二
、
三
面
の
分
も
こ
こ

　
に
一
括
し
て
第
二
部
の
冒
頭
に
置
い
た
。

三
、
第
二
部
の
最
終
に
収
め
ら
れ
た
「
二
一
、
徳
川
時
代
の
人
口
と
明
治
時
代
の
人
口
」
は
先
生
の
残
後
、
日
常
御
使
用
の
鞄
中
か
ら
発

　
見
さ
れ
た
先
生
の
絶
筆
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
論
文
は
未
完
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
論
文
と
の
関
連
か
ら
新
た
に
「
二
〇
、
月

　
本
人
口
史
上
の
疑
問
二
件
」
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
著
書
論
文
を
収
録
す
る
に
当
り
、
原
文
に
は
何
等
の
修
正
を
加
え
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
明
ら
か
に
誤
植
と
認
め
ら
れ
る
も

　
の
は
こ
れ
を
訂
正
し
、
ま
た
先
生
が
自
蔵
本
に
お
い
て
加
筆
さ
れ
た
部
分
は
〔
〕
」
印
の
中
に
挿
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
「
七
、

　
経
済
国
策
の
基
調
」
の
引
用
文
に
あ
っ
た
脱
字
は
、
．
引
用
原
文
に
よ
っ
て
補
綴
す
る
こ
と
に
し
た
。

五
、
使
用
漢
字
は
原
文
の
ま
ま
に
し
た
が
、
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
前
回
の
『
人
口
問
題
』
に
お
い
て
先
生
晩
年
の
慣
用
に
従
い
統
一
し

　
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
こ
と
に
し
た
。



六
、
統
計
数
字
に
お
い
て
各
欄
の
数
字
を
合
計
し
て
も
合
計
欄
の
数
字
に
符
合
し
な
い
も
の
も
若
干
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
主
と
し
て

　
一
定
数
未
満
を
四
捨
五
入
又
は
切
捨
て
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
。
な
お
数
字
の
誤
植
ま
た
は
誤
算
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
訂

　
正
し
た
。
ま
た
単
位
の
記
入
洩
れ
を
補
訂
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

七
、
本
巻
の
編
集
は
主
と
し
て
小
田
橋
貞
壽
が
当
り
、
校
正
は
宇
津
木
正
が
担
当
し
た
。
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…
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題
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解

説

説解
脳

　
上
田
貞
次
郎
全
集
第
六
巻
は
『
日
本
人
口
論
』
と
題
し
て
先
生
の
人
口
問
題
に
関
す
る
論
著
を
収
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
全
集

は
戦
時
中
に
企
画
さ
れ
僅
か
二
冊
で
中
絶
し
た
全
集
の
完
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
が
、
本
巻
は
幸
に
前
回
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の
う
ち
の

最
初
の
一
冊
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
も
そ
の
『
人
口
問
題
』
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
第
一
部
に
は
人
口
問
題
に
関
す
る
先
生
の
唯
一

の
単
行
書
と
も
い
う
べ
き
『
日
本
人
口
政
策
』
（
昭
和
十
二
年
刊
）
を
、
第
二
部
に
は
論
文
、
講
演
、
書
評
、
序
文
等
を
載
せ
る
こ
と
に
し

た
。
編
著
又
は
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
も
、
本
巻
で
は
論
文
と
共
に
第
二
部
に
収
め
て
あ
る
。

　
先
生
が
人
口
問
題
に
特
に
興
味
を
起
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
年
頃
で
、
先
生
が
日
本
人
口
の
将
来
予
測
を
発
表
さ
れ
て
論
壇
を
賑
わ
し
た

の
は
昭
和
八
年
、
そ
の
後
僅
か
七
年
に
し
て
昭
和
十
五
年
他
界
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
先
生
の
人
口
問
題
研
究
は
極
め
て
精
力

的
で
あ
り
、
日
本
の
人
口
問
題
研
究
は
先
生
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
来
た
と
い
っ
て
も
差
支
な
い
。
従
っ
て
期
間
は
短
が
か
っ
た
が

先
生
の
人
口
問
題
に
関
す
る
研
究
は
本
巻
に
収
録
し
た
も
の
以
外
に
も
頗
る
多
い
。
し
か
し
頁
数
の
関
係
も
あ
り
、
本
巻
に
は
前
回
の
全

集
『
人
口
問
題
』
の
ほ
か
僅
か
五
篇
の
論
文
を
特
に
追
加
し
た
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
割
愛
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
詳
細
は
第
七
巻
生
末

の
著
作
目
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
。

　
本
巻
第
一
部
の
『
日
本
人
口
政
策
』
は
『
日
本
経
済
政
策
大
系
』
の
一
巻
と
し
て
昭
和
十
二
年
に
千
倉
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
先
生
は
そ
の
前
年
十
二
月
に
東
京
商
科
大
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
身
辺
頗
る
多
忙
で
同
書
は
「
旧
稿
に
多
少
の
訂
正
と
増
補

を
施
し
た
も
の
」
と
序
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
章
は
「
我
国
の
人
口
問
題
と
人
口
理
論
」
只
河
津
邊
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
、



鰯
説解

昭
和
十
年
）
を
、
後
に
改
訂
し
て
先
生
の
編
著
に
な
る
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
三
輯
に
「
日
本
人
口
問
題
の
理
論
的
意
義
」
と
し
て

載
せ
ら
れ
た
も
の
、
第
二
章
は
『
社
会
政
策
時
報
』
第
一
四
六
号
に
、
第
三
章
は
「
近
き
将
来
に
お
け
る
日
本
人
口
の
豫
測
」
と
し
て

『
社
会
政
策
時
報
』
第
一
五
二
号
、
『
日
本
統
計
学
会
年
報
』
　
（
第
三
巻
）
、
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
一
等
等
に
、
そ
の
都
度
若
干
の
訂

正
を
加
え
つ
つ
発
表
さ
れ
、
特
に
パ
ン
フ
に
お
け
る
太
平
洋
会
議
で
発
表
さ
れ
海
外
の
輿
論
を
指
導
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
第
四
章
及
び

第
五
章
は
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
二
百
に
、
第
六
章
及
び
第
七
章
は
同
じ
く
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
三
百
に
載
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
他
第
三
章
及
び
第
五
章
の
補
論
の
多
く
も
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
に
載
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
の
論
文
の
中
に
も
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
に
載
っ
た
も
の
が
多
い
。
第
二
部
の
壁
頭
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
の
『
日
本
人
口
問
題

研
究
』
の
三
つ
の
序
文
は
、
先
生
が
自
ら
編
著
さ
れ
三
輯
ま
で
刊
行
し
た
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
に
対
し
如
何
に
情
熱
を
注
が
れ
、
後

身
を
指
導
さ
れ
た
か
を
伺
い
知
る
も
の
で
、
前
回
の
全
集
で
は
こ
の
序
文
が
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
が
、
今
回
は
特
に
こ
れ
を
第
二
部
壁
頭

に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
第
二
部
は
大
体
に
お
い
て
発
表
の
年
次
別
に
配
列
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
前
回
の
全
集
『
人
口
問
題
』
に
新
た
に
加
へ
た
論
文
と
し
て
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
氏
の
人
ロ
論
書
評
（
英
文
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ア
フ
ェ
ァ
ズ
）
と

「
太
平
洋
会
議
と
日
本
の
人
口
問
題
」
（
『
改
造
』
所
載
）
、
　
「
経
済
国
策
の
基
調
（
『
中
央
公
論
』
所
載
）
、
及
び
「
統
計
上
よ
り
見
た
る
我
国

の
国
民
経
済
」
並
に
「
日
本
人
口
史
上
の
疑
問
二
件
」
（
人
口
問
題
研
究
会
講
演
）
の
五
篇
で
あ
る
。
ペ
ン
ロ
ー
ズ
著
書
の
書
評
は
、
日
本

文
と
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
英
文
の
ま
ま
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
に
載
っ
た
の
で
、
特
に
そ
れ
を
追
加
し
た
も
の
、
　
「
太
平
洋
会
議
と
日

本
の
人
口
問
題
」
は
、
先
生
の
人
口
予
測
が
始
め
て
発
表
さ
れ
て
国
際
的
反
響
を
呼
ん
だ
会
議
に
つ
い
て
の
全
貌
を
伝
え
ら
れ
た
も
の
、

　
「
経
済
国
策
の
基
調
」
は
当
時
の
政
治
経
済
情
勢
を
知
る
と
と
も
に
当
時
の
先
生
の
大
胆
な
発
言
を
偲
ぶ
も
の
で
あ
り
、
　
「
統
計
上
よ
り

見
た
る
我
国
の
国
民
経
済
」
は
先
生
が
人
口
統
計
に
示
さ
れ
た
情
熱
を
統
計
学
会
の
ラ
ジ
オ
記
念
放
送
に
示
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
「
日
本

人
口
史
上
の
疑
問
二
件
」
は
未
完
成
遺
稿
と
な
っ
た
「
徳
川
時
代
の
人
口
と
明
治
時
代
の
人
口
」
の
構
想
を
示
す
講
演
と
思
は
れ
、
こ
れ



等
は
何
れ
も
他
の
論
文
と
多
少
の
重
複
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
全
集
と
し
て
特
に
追
加
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
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『
日
本
人
口
政
策
』
の
第
一
章
は
日
本
人
口
問
題
の
理
論
的
意
義
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
経
済
学
、
社
会
学
、
衛
生
学
、
民
族
学

そ
の
他
各
般
の
人
口
問
題
に
関
す
る
諸
論
説
を
紹
介
批
判
し
、
そ
れ
が
日
本
人
口
問
題
の
解
釈
に
対
し
如
何
な
る
寄
与
を
な
し
得
る
か
を

概
観
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
目
的
は
諸
学
説
の
紹
介
又
は
評
論
そ
の
も
の
で
な
く
し
て
、
こ
れ
を
通
じ
て
日
本
人
口
問
題
の
理
論
的

意
義
に
到
達
す
る
こ
と
に
あ
り
と
さ
れ
る
。

　
ま
つ
人
口
の
質
に
関
し
て
優
生
学
の
寄
与
す
る
諸
点
を
挙
げ
、
次
い
で
人
口
の
量
に
関
し
て
人
口
の
予
測
に
つ
き
キ
ャ
ナ
ン
、
ボ
：
レ

イ
の
貢
献
を
紹
介
し
、
人
口
増
減
の
原
因
に
つ
い
て
マ
ル
サ
ス
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ジ
ニ
、
ブ
レ
ン
タ
ノ
等
の
所
説
を
論
評
す
る
。
ま
た
人

口
と
生
活
資
料
の
関
係
に
つ
い
て
マ
ル
サ
ス
と
マ
ル
ク
ス
の
考
え
方
を
日
本
の
実
状
と
併
せ
考
察
す
る
。
し
か
し
最
も
先
生
の
関
心
を
呼

ん
で
い
る
の
は
所
謂
過
剰
人
口
論
で
あ
り
、
人
口
が
過
剰
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
精
確
に
す
る
た
め
に
適
度
人
口
な
る
概
念
を
導
入
す
る

と
こ
ろ
の
キ
ャ
ナ
ン
、
モ
ン
ベ
ル
ト
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
彼
等
は
一
国
の
資
本
、
技
術
、
社
会
組
織
が
一
定
し
て
い
る
と
す
れ
ぽ
、

人
口
は
天
然
資
源
に
相
応
し
た
数
の
人
口
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
こ
に
一
人
当
り
最
大
の
収
穫
、
実
質
所
得
を
挙
げ
得
る
適

度
人
口
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
先
生
は
資
本
、
技
術
、
社
会
組
織
等
の
一
定
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ぽ
抽
象
論
と
し
て
は
適
度
人

口
の
想
定
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
そ
の
前
提
は
常
に
動
い
て
お
り
、
事
実
問
題
と
し
て
計
算
不
可
能
で
実
際
の
用
を
な
さ
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
こ
で
ビ
ヴ
ァ
リ
ッ
ヂ
の
失
業
論
を
援
用
し
て
人
口
と
産
業
と
の
関
係
か
ら
生
活
程
度
の
動
き
を
重
視
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
適
度

人
口
に
お
け
る
如
く
現
実
の
生
活
程
度
が
理
論
的
に
可
能
な
る
最
高
限
に
達
せ
る
や
否
や
と
い
う
こ
で
な
く
、
そ
れ
が
上
昇
し
つ
つ
あ
り

ゃ
否
や
と
い
う
こ
と
と
に
こ
そ
関
心
が
あ
る
と
い
う
。
先
生
に
あ
っ
て
は
人
口
は
与
え
ら
れ
た
事
実
と
し
て
受
取
り
、
そ
れ
に
対
し
て
職

業
を
与
う
る
と
こ
ろ
の
産
業
が
併
行
的
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
人
口
の
過
剰
か
否
か
を
判
断
す
る
標
準
で
、
人
口
問
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題
の
意
義
は
現
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
人
口
に
対
し
て
少
く
と
も
現
在
の
生
活
程
度
を
維
持
せ
し
む
る
だ
け
の
産
業
の
発
展
が
行
は
れ
得
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
（
注
）
。
こ
の
第
一
章
は
『
日
本
人
口
政
策
』
の
う
ち
で
は
比
較
的
遅
い
時

期
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
第
二
章
以
下
の
研
究
の
基
礎
に
な
っ
た
所
の
人
口
理
論
を
紹
介
批
評
し
、
併
せ
て
先
生
が
第
二
章
以
下
の
諸
研

究
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
先
生
の
人
口
問
題
の
意
義
を
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
第
二
部
の
最
初
に
収
録
し

た
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
序
文
と
併
読
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。

　
（
注
）
　
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
三
輯
で
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
生
活
程
度
の
研
究
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
そ
の
重
要
資
料
と
し
て
「
我
国
に
於
け
る
生
計
費
及
実
質
賃
銀
」
　
（
上
田
貞
次
郎
、
井
口
東
輔
共
稿
）
が
載
せ
て
あ
る
が
、
今
回
の
全
集
に
は
残

　
　
　
念
な
が
ら
割
愛
さ
れ
て
い
る
。

　
先
生
が
人
口
問
題
を
首
題
と
し
て
発
表
さ
れ
た
最
初
の
論
文
は
恐
ら
く
昭
和
二
年
の
「
我
国
の
人
口
及
食
糧
問
題
」
（
『
企
業
と
社
会
』
第

十
号
）
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
論
文
は
後
に
『
新
自
由
主
義
』
に
収
録
さ
れ
た
関
係
か
ら
、
本
全
集
と
し
て
は
第
七
巻
に
収
録
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
旨
は
本
巻
に
も
履
≧
引
用
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
例
へ
ば
第
一
部
第
二
章
第
二
節
な
ど
）
。
当
時
人
口
と
食
糧

の
問
題
が
論
壇
を
賑
は
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
極
め
て
抽
象
的
に
論
議
さ
れ
て
い
た
中
に
、
先
生
の
所
説
は
最
も
現
実
に
即
し

て
い
た
。
当
時
に
お
い
て
既
に
「
日
本
の
如
き
繁
殖
力
旺
盛
な
民
族
を
一
孤
島
の
内
に
と
ち
込
め
て
海
外
発
展
の
途
を
与
え
な
い
こ
と

は
、
独
り
不
合
理
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
と
っ
て
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
大
国
民
が
狭
き
領
土
内
に
群
集
し
て

生
活
資
料
の
不
足
に
窮
す
る
や
う
な
状
態
に
な
れ
ぽ
、
内
政
上
に
も
外
交
上
に
も
永
久
に
安
泰
と
い
う
こ
と
は
何
人
も
保
証
し
得
な
い
だ

ろ
う
。
日
本
の
人
口
問
題
は
日
本
だ
け
の
問
題
で
な
く
し
て
、
世
界
の
文
明
国
が
協
力
し
て
解
決
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
国
際
的
大
問
題

で
あ
る
」
と
言
は
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
国
際
的
危
機
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と
は
勿
論
先
生
の
好
む
と
こ
ろ
で
な
く
、
こ
の
時
に
も
「
戦
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争
に
よ
っ
て
領
土
拡
張
を
夢
み
る
者
は
今
日
我
日
本
に
一
人
も
な
い
だ
ら
う
」
と
い
っ
て
尚
ほ
平
和
手
段
に
よ
る
解
決
必
ず
し
も
不
可
能

な
ら
ざ
る
こ
と
を
教
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
自
由
通
商
は
即
ち
そ
れ
で
、
外
国
の
原
料
食
糧
を
翰
入
し
、
こ
れ
を
加
工
輸
出
す
る
こ
と
は

過
去
の
日
本
が
人
口
の
圧
力
に
処
し
て
来
た
途
で
あ
り
、
将
来
も
亦
こ
の
政
策
に
望
み
を
嘱
し
得
る
所
以
を
述
べ
、
外
国
に
向
っ
て
は
日

本
商
品
に
対
し
広
く
市
場
を
開
放
す
べ
き
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
内
外
の
世
論
は
全
く
こ
れ
を
容
れ
ず
、
却
っ
て
先

生
の
憂
慮
さ
れ
て
い
た
方
向
へ
進
み
、
国
際
危
機
は
早
く
も
到
来
し
て
昭
和
六
年
の
満
洲
事
変
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
先
生
は
「
こ
の
国
交

上
の
危
機
の
根
本
原
因
と
、
自
分
が
推
定
す
る
と
こ
ろ
の
我
国
人
口
問
題
の
真
相
を
研
究
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
考
へ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
関
し
先
生
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
居
ら
れ
る
。
　
「
顧
れ
ば
余
が
学
究
生
活
に
入
っ
て
か
ら
三
十
年
の
間
に
、
研
究
に
身
の
入
っ

た
時
期
は
三
回
あ
っ
た
。
第
一
は
留
学
か
ら
帰
っ
て
商
工
経
営
を
始
め
た
時
、
そ
の
結
果
、
　
『
株
式
会
社
経
済
論
』
が
出
来
た
。
次
は
産

業
革
命
史
の
時
代
、
次
は
『
企
業
と
社
会
』
を
出
し
新
自
由
主
義
を
唱
へ
た
時
だ
。
今
回
は
四
回
目
に
な
る
。
余
は
国
際
経
済
会
議
へ
行

た
前
か
ら
、
自
由
通
商
を
日
本
の
国
策
に
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
考
へ
て
る
た
が
、
そ
の
理
由
は
日
本
の
如
き
人
口
多
く
資
源
の
乏
し
き
国
で

自
給
自
足
は
出
来
な
い
。
宜
し
く
島
国
た
る
地
位
を
利
用
し
て
商
工
業
国
に
な
る
べ
し
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
今
ま
で
日
本
の
人

口
に
つ
い
て
精
し
い
研
究
を
し
て
み
な
か
っ
た
。
工
業
貿
易
の
可
能
性
も
具
体
的
に
は
研
究
し
て
み
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
満
洲
事
変

の
た
め
に
益
々
重
要
問
題
と
考
へ
ら
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
何
時
ま
で
も
若
い
元
気
は
な
い
。
今
回
が
最
後
の
高
潮
時
代
と
な
る
だ

ろ
う
。
」
（
『
上
田
貞
次
郎
日
記
』
昭
和
七
年
六
月
八
日
、
一
七
六
頁
）

　
満
洲
事
変
の
始
ま
っ
た
当
時
、
過
剰
人
口
問
題
は
す
で
に
人
口
に
膳
匂
し
、
工
業
化
か
、
移
民
か
、
内
地
農
業
開
拓
か
、
そ
れ
と
も
又

・
社
会
組
織
の
改
変
か
、
と
い
ふ
論
議
が
盛
に
闘
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
人
口
問
題
の
研
究
が
重
要
な
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
、
　
『
日
本
人
口
政
策
』
の
第
二
章
で
あ
り
、
こ
れ
が
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
昭
和
七
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
論
議
に
関
し
日
記
に
も
あ
っ
た
如
く
、
先
生
は
既
に
自
由
通
商
、
工
業
立
国
と
い
う
結
論
を
も
っ
て
居
ら
れ
た
。
明
治
以
来
の
増
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加
人
口
が
如
何
な
る
産
業
に
吸
収
さ
れ
て
来
た
か
と
い
へ
ぼ
、
申
す
ま
で
も
な
く
商
工
業
で
あ
っ
た
。
農
業
は
過
去
に
お
い
て
も
当
時
に

お
い
て
も
我
国
最
大
の
産
業
た
る
に
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
重
要
性
は
頓
に
減
退
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
現
象
を
地
方
的
に
見
れ
ば
我

国
人
口
の
都
市
化
で
あ
る
。
農
村
人
口
は
過
去
数
十
年
間
ほ
と
ん
ど
一
定
数
に
固
着
し
、
増
加
人
口
の
大
部
分
は
都
市
に
出
で
て
職
業
を

求
め
た
の
で
あ
る
。
、
海
外
へ
の
移
住
は
幾
多
の
意
味
に
お
い
て
重
要
で
は
あ
る
が
過
去
の
実
績
は
余
り
に
貧
弱
で
あ
り
、
タ
ム
ソ
ン
や
ク

ロ
ッ
ケ
ー
の
主
張
す
る
如
く
ボ
ル
ネ
オ
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
濠
洲
等
が
平
和
裡
に
日
本
人
移
住
の
た
め
に
開
放
さ
れ
る
な
ら
ば
知
ら
ず
、

過
剰
人
口
解
決
策
と
し
て
は
多
く
を
期
待
し
得
な
か
っ
た
。
か
く
て
先
生
は
小
島
国
に
多
数
の
人
口
を
養
ひ
而
も
生
活
程
度
を
向
上
し
て

行
く
に
は
、
過
去
に
謙
り
し
如
く
、
将
来
も
ま
た
国
民
経
済
の
工
業
化
に
頼
ら
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
学
究
と
し
て

の
先
生
は
そ
の
過
剰
な
り
と
称
せ
ら
れ
る
人
口
の
現
状
と
そ
の
動
き
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
あ
り
と
強
く
感
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
上
田
先
生
の
人
口
研
究
は
、
ま
つ
日
本
人
口
は
将
来
如
何
に
な
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。
こ
れ
が
『
日
本
人
口
政
策
』

の
第
三
章
で
あ
る
。
先
生
の
推
算
さ
れ
た
日
本
人
口
の
将
来
予
測
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
要
点
を
示
せ
ば

（
一

j
　
現
在
の
人
口
が
ど
れ
だ
け
生
残
す
る
か
に
就
て
は
、
大
正
十
四
年
の
五
歳
別
年
齢
人
口
が
五
年
後
の
昭
和
五
年
に
一
段
階
上
の

五
歳
別
人
口
と
な
る
率
、
即
ち
五
歳
階
級
別
生
残
率
を
以
っ
て
将
来
も
生
残
し
て
行
く
も
の
と
仮
定
す
る
。
生
残
率
一
定
は
、
死
亡
率
が

著
し
く
改
善
さ
れ
て
来
て
い
る
事
実
か
ら
見
て
実
情
に
沿
は
な
い
け
れ
ど
も
、
乳
幼
児
の
部
分
を
除
け
ば
他
の
部
分
に
お
け
る
改
善
は
少

な
い
の
で
、
一
定
と
仮
定
す
る
。

（
二
）
　
今
後
生
れ
る
人
口
は
毎
年
二
百
十
万
と
仮
定
す
る
。
大
正
九
年
以
来
十
年
間
の
出
生
数
を
見
る
に
大
体
こ
の
程
度
で
、
妊
孕
年

齢
婦
人
数
の
増
加
に
も
拘
ら
ず
出
生
数
は
増
加
し
て
い
な
い
。
人
口
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
の
だ
か
ら
、
出
生
数
一
定
と
は
即
ち
出
生
率
の
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低
減
を
仮
定
し
た
こ
と
に
な
る
。

右
の
如
き
仮
設
の
下
に
計
算
さ
れ
た
将
来
人
口
の
結
論
は
何
う
か
と
い
ふ
に
、

「
一
、
我
国
の
将
来
人
口
総
数
は
一
般
に
想
像
さ
れ
て
い
る
や
う
に
一
億
に
は
達
せ
ず
、
八
千
万
程
度
で
停
止
す
る
だ
ら
う
。

　
二
、
婦
人
の
出
産
力
の
減
退
に
従
っ
て
児
童
人
口
の
増
加
は
停
止
す
る
で
あ
ら
う
。
も
っ
と
も
死
亡
率
の
滅
退
が
或
程
度
こ
の
傾
向
を

　
　
妨
げ
る
で
あ
ら
う
。

　
三
、
生
産
年
齢
に
属
す
る
人
口
は
今
後
二
十
年
間
に
激
増
を
み
る
で
あ
ら
う
。
一
九
五
〇
年
の
生
産
年
齢
人
口
は
一
九
三
〇
年
に
比
べ

　
　
て
約
一
千
万
多
い
だ
ろ
う
。
少
く
と
も
こ
の
半
数
即
ち
二
十
万
乃
至
二
十
五
万
人
に
対
し
て
新
た
に
職
業
を
与
へ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

　
　
い
。
産
児
制
限
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
今
後
二
十
年
間
に
生
産
年
齢
に
入
る
者
は
既
に
生
れ
て
ゐ

　
　
る
人
口
な
る
が
故
に
」
　
（
本
巻
第
一
部
第
三
章
）
。

　
仮
定
と
推
算
の
結
果
は
右
の
如
く
比
較
的
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
思
ひ
つ
き
や
偶
然
か
ら
生
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

先
生
が
こ
の
推
算
を
行
ふ
ま
で
に
は
、
　
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
一
輯
に
見
る
如
く
広
く
内
外
の
文
献
を
渉
猟
し
、
人
口
統
計
と
日
本

経
済
発
展
の
跡
を
比
較
考
量
し
、
幾
多
の
討
議
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
人
口
増
加
の
停
滞
に
つ
い
て
は
ク
ロ
ヅ
カ
ー

の
著
書
（
本
巻
第
二
部
に
先
生
の
書
評
あ
り
）
に
学
ぶ
と
こ
ろ
多
く
、
又
年
齢
構
成
を
重
視
し
、
生
残
率
を
用
ひ
て
将
来
人
口
を
推
計
予
測
す

る
技
術
的
方
法
は
キ
ャ
ナ
ソ
、
ボ
ー
レ
イ
、
ウ
ェ
ル
。
フ
ト
ソ
等
に
教
へ
ら
る
る
と
こ
ろ
少
く
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
等
の
諸
学
者

の
研
究
を
よ
く
吟
味
し
て
我
国
に
適
用
し
、
以
っ
て
国
策
の
拠
る
べ
き
基
礎
を
明
か
に
し
た
こ
と
は
、
正
に
劃
期
的
業
績
と
称
す
べ
き
で

あ
る
。
先
生
よ
り
以
前
に
も
勿
論
我
国
人
口
の
将
来
を
推
算
し
た
学
者
は
決
し
て
少
く
な
い
が
、
そ
れ
等
の
多
く
は
必
ず
し
も
我
国
人
口

の
現
状
に
対
し
て
十
分
な
る
分
析
を
行
っ
た
と
は
称
し
難
く
、
而
も
推
算
さ
れ
た
人
口
は
総
数
を
示
す
の
み
で
そ
の
年
齢
構
成
に
ま
で
思

い
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
大
き
な
欠
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
推
算
以
後
人
心
を
論
ず
る
場
合
、
常
に
年
齢
構
成
特
に
生
産
年
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齢
人
口
を
重
視
し
、
屡
々
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
な
る
人
口
構
成
図
が
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
先
生
の
研
究
に
教
へ
ら

れ
た
結
果
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
推
算
は
古
稀
八
年
『
社
会
政
策
時
報
』
の
五
月
号
に
投
ぜ
ら
れ
、
時
を
同
じ
く
し
て
大
阪
市
に
お
い
て
開
催
の
日
本
統
計
学
会
で

発
表
さ
れ
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
一
躍
こ
れ
を
有
名
な
ら
し
め
た
の
は
同
年
八
月
カ
ナ
ダ
の
パ
ン
フ
に
開
催
さ
れ
た
太
平
洋
会
議
で
あ
ら

う
。
同
会
議
に
日
本
代
表
と
し
て
先
生
が
出
席
さ
れ
、
日
本
人
口
の
将
来
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
直
ち
に
全
世
界
の
隅
々
に
ま
で

打
電
せ
ら
れ
、
世
界
は
今
更
の
如
く
日
本
人
口
問
題
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
先
生
の
推
算
に
よ
っ
て
日
本
国
内
で
は
日
本
民
族
の
将
来
に
一
の
警
告
が
与
へ
ら
れ
た
が
、
国
外
で
は
対
日
恐
怖
症
に
一
応
の
安
心
が

与
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
外
国
人
が
日
本
人
口
を
論
ず
る
場
合
、
日
本
人
口
は
高
率
な
る
東
洋
的
出
生
率
を
以
っ
て
生

れ
、
低
率
な
る
西
洋
的
死
亡
率
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
か
ら
、
将
来
無
限
に
増
殖
す
る
も
の
と
考
へ
る
者
多
く
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
如
く
日
本

婦
人
の
妊
孕
力
低
下
を
認
め
る
者
は
む
し
ろ
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
先
生
の
研
究
に
よ
っ
て
日
本
に
も
西
洋
的
出
生
率
の
萌
芽
を
見
る
ζ

と
が
出
来
、
日
本
に
お
い
て
も
や
が
て
人
口
圧
力
の
緩
和
す
べ
き
時
期
が
到
来
す
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は

一
応
の
安
心
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
同
時
に
彼
等
は
今
後
二
、
三
十
年
間
日
本
に
お
け
る
生
産
年
齢
人
口
は
激
増
し
、

而
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
等
外
国
人
が
常
に
主
張
し
て
み
た
産
児
制
限
す
ら
そ
の
対
策
た
り
得
な
い
こ
と
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
激
増
す
る
生
産
年
齢
人
口
に
は
職
業
を
用
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
世
界
は
日
本
に
対
し
原
料
を
供
給
し
輸
出

市
場
を
開
放
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
そ
こ
に
は
満
洲
事
変
と
同
様
な
る
国
際
危
局
が
招
来
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
一
九
三
三
年
の
太
平
洋
会
議
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
世
界
の
学
界
、
国
際
政
治
界
に
お
い
て
、
は
っ
き
り
と
確
認
せ
し
め
ら
れ
た

事
実
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
タ
イ
ム
ス
（
一
九
三
一
二
年
＋
二
月
八
日
）
が
先
生
の
説
を
紹
介
し
た
後
、
日
本
で
年
々
増
加
す
る
要
職
業
人
口

は
、
過
去
に
お
い
て
は
外
国
貿
易
と
工
業
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
、
現
在
は
各
国
が
経
済
的
国
民
主
義
に
よ
っ
て
日
本
の
此
の
如
き
発
展
を
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拒
否
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
若
し
此
の
方
途
が
鎖
さ
れ
た
と
き
、
　
「
日
本
は
内
に
お
い
て
社
会
組
織
を
破
壊
す
る
か
、
外
に
向
っ
て
爆
発

す
る
か
、
そ
の
何
れ
か
は
必
至
で
あ
る
。
日
本
人
は
訓
練
あ
る
国
民
だ
が
御
し
易
き
国
民
で
は
な
い
。
…
…
貧
乏
に
し
て
高
慢
な
る
、
而

し
て
高
度
に
武
装
せ
る
こ
の
国
民
は
、
退
い
て
餓
死
に
甘
ん
ず
る
と
は
断
じ
て
思
は
れ
な
い
」
と
述
べ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
欧
米
の
学
界
に
お
い
て
上
田
先
生
の
予
測
は
そ
の
儘
に
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
サ
ウ
ン
ダ
ー
ス
は
そ
の
著
O
Ω
。
霞
・
ω
g
§
α
①
「
ρ

芝
〇
二
α
O
o
℃
巳
簿
δ
戸
一
㊤
ω
①
・
に
お
い
て
先
生
の
推
算
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
ペ
ソ
ロ
ー
ズ
も
亦
『
人
口
理
論
と
其
応
用
』
（
本
巻
第
二
部

に
先
生
の
書
評
あ
り
）
に
お
い
て
立
論
の
基
礎
を
先
生
の
推
算
に
置
い
て
み
た
。
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
著
書
の
応
用
に
関
す
る
部
分
は
主
と
し
て

日
本
に
関
す
る
研
究
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
日
本
の
増
加
人
口
吸
収
は
外
国
貿
易
の
発
展
に
挨
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
あ
り
と
信
じ

て
み
る
点
は
、
上
田
先
生
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
み
た
と
称
し
て
差
支
へ
な
い
。

　
上
田
先
生
の
推
算
は
後
に
も
述
べ
る
通
り
、
そ
の
後
の
人
口
推
移
と
完
全
に
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
上
田
先
生
も
死
亡
率
を
一
定
と
す

る
こ
と
は
「
そ
こ
に
は
予
測
と
し
て
の
欠
点
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
死
亡
率
減
少
の
傾
向
を
数
的
に
仮
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
又
実
際
に
は
こ
れ
が
甚
し
き
誤
差
の
原
因
に
な
ら
な
い
と
信
ず
べ
き
理
由
も
あ
る
」
。
た
だ
幼
児
死
亡
率
は
激
減
し
つ
つ
あ
る
の
で

「
将
来
に
お
い
て
更
に
幼
児
死
亡
が
少
く
な
ら
ぽ
私
の
推
算
は
当
ら
な
い
こ
と
申
す
ま
で
も
な
い
」
と
自
ら
そ
の
欠
点
を
認
め
て
み
た
の

で
あ
る
。
従
っ
て
事
実
の
前
に
極
め
て
謙
虚
な
る
先
生
は
そ
の
後
腰
に
乳
幼
児
死
亡
率
に
つ
き
精
密
な
る
研
究
を
行
っ
た
結
果
、
前
の
推

算
が
「
こ
の
点
に
お
い
て
幾
分
改
訂
を
要
す
る
」
で
あ
ろ
う
と
注
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
二
輯
本
書
の
梗
概
、

本
巻
第
二
部
収
録
）

　
実
際
に
つ
い
て
見
て
も
先
生
の
推
算
は
昭
和
十
年
の
国
勢
調
査
と
も
若
干
の
差
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
年
の
実
数
は
先
生
が
昭
和
五
年
国

勢
調
査
の
実
績
に
よ
っ
て
改
算
し
た
も
の
（
本
巻
第
一
部
第
三
章
参
考
資
G
）
よ
り
も
三
十
四
万
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
大
部

分
が
生
残
率
の
改
善
に
あ
り
、
一
部
分
は
出
生
数
の
仮
定
の
過
少
に
あ
っ
た
。
即
ち
○
～
四
才
人
口
に
お
い
て
実
績
の
方
が
推
算
よ
り
も
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二
十
五
万
ほ
ど
多
か
っ
た
の
は
、
こ
の
五
年
間
の
出
生
数
が
仮
定
の
毎
年
二
百
十
万
の
五
倍
即
ち
千
五
十
万
を
超
ゆ
る
こ
と
十
囚
万
も
多

き
に
上
っ
た
こ
と
と
、
乳
児
死
亡
率
が
こ
の
期
聞
に
出
生
千
に
付
一
三
七
か
ら
一
二
〇
に
ま
で
低
下
し
た
た
め
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
十

五
歳
未
満
の
人
口
は
推
算
よ
り
三
十
七
万
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
五
一
五
九
歳
の
生
産
年
齢
人
口
に
つ
い
て
は
多
少
の
出
入
は
あ

る
に
せ
よ
推
算
と
実
績
と
は
比
較
的
よ
く
一
致
し
た
の
で
あ
る
。
上
田
先
生
が
将
来
人
口
を
推
算
さ
れ
た
目
的
の
一
半
は
近
き
将
来
に
お

け
る
生
産
年
齢
人
口
を
推
算
し
、
殊
に
そ
の
中
で
職
業
を
特
に
用
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
数
一
要
職
業
人
ロ
ー
を
推
算
す
る
に
あ
っ
た
か

ら
、
そ
の
部
分
に
お
い
て
推
算
と
実
績
と
が
僅
少
の
差
に
止
ま
り
得
た
こ
と
は
、
先
生
の
頗
る
欣
快
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
違
い
な
い
。

　
近
き
将
来
に
お
け
る
生
産
年
齢
人
口
の
激
増
と
い
う
事
実
か
ら
、
先
生
の
研
究
は
人
口
増
加
と
職
業
増
加
と
の
関
係
に
進
ん
だ
。
併
せ

て
人
口
の
地
方
別
移
動
を
も
取
扱
は
れ
た
が
、
そ
れ
も
職
業
の
推
移
を
知
る
手
段
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
本
巻
第
一
部
の
『
日
本
人

口
政
策
』
に
お
け
る
第
四
章
と
第
五
章
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
我
国
人
口
の
増
加
を
吸
収
し
て
来
た
も
の
は
職
業
的
に
は
商
工
業
で
あ

り
、
地
方
的
に
は
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
先
生
が
従
来
か
ら
持
し
て
い
た
日
本
経
済
の
発
展
傾
向
と
一
致
す
る
も
の
で
、
結
局
は
将
来

も
わ
が
国
は
貿
易
立
国
に
向
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
い
う
政
策
の
実
証
的
背
景
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
常
に
人
口
推
移
と
の
関

係
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
部
に
収
録
し
た
「
人
口
統
計
よ
り
見
た
る
東
北
地
方
」
以
下
六
篇
の
地
方
人
口
に
関
す
る
諸

研
究
も
同
様
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
商
工
業
化
、
都
市
化
を
通
じ
て
日
本
の
増
加
人
口
は
吸
収
さ
れ
て
来
た
に
し
て
も
、
そ
れ
が
増
加
人
口
を
完
全
に
吸
収
し

得
た
か
と
い
え
ぽ
当
時
尚
ほ
多
く
の
顕
在
的
、
潜
在
的
失
業
老
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
近
き
将
来
に
増
加
す
る
生
産
年
齢

人
口
に
も
職
業
を
与
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
日
本
の
経
済
政
策
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
。
こ
の
問
題
に
答
え
た
の
は
本
巻
第
一
部
の
第
六

章
の
「
人
口
問
題
と
貿
易
政
策
」
及
び
第
二
部
に
収
録
し
た
「
経
済
国
策
の
基
調
」
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ぽ
貿
易
立
国
の
必
要
性
を



呑
め
て
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
老
で
は
今
世
紀
初
頭
に
ド
イ
ツ
で
闘
は
さ
れ
た
ワ
グ
ナ
ー
、
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
関
税
論
争
を
紹
介
し

て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
事
情
と
相
似
た
る
日
本
の
人
口
事
情
か
ら
見
て
、
日
本
が
必
然
的
に
解
決
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
工
業
化
の
問
題
は

広
く
世
界
を
相
手
に
し
た
自
由
貿
易
に
向
は
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
が
、
昭
和
初
期
の
当
時
⑳
国
際
情
勢
か
ら
し
て
協
定
貿
易
の
推
進
を
提
唱

し
、
協
定
貿
易
は
本
来
平
和
政
策
で
あ
る
か
ら
、
平
和
外
交
な
く
し
て
そ
の
発
展
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
後

者
で
は
満
洲
事
変
後
の
世
論
の
動
向
を
．
憂
い
つ
つ
我
国
の
国
策
の
基
調
が
国
際
貿
易
に
あ
る
べ
き
を
説
き
、
戦
争
の
危
険
を
極
力
回
避
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
顧
み
る
と
き
、
先
生
が
日
記
に
「
人
口
問
題
を
考
え
て
み
る
間
に
、
こ
の
問

題
は
、
そ
れ
だ
け
で
独
立
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
日
本
経
済
政
策
の
序
論
に
過
ぎ
な
い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
」
『
上
田
貞
次
郎
日

記
』
昭
和
七
年
一
八
一
頁
）
と
記
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
第
七
章
の
総
括
は
、
先
生
が
昭
和
十
一
年
八
月
ヨ
セ
ミ
テ
に
開
か
れ
た
第
六
回
太
平
洋
会
議
に
提
出
し
た
英
文
デ
ー
タ
・
ペ
ー

パ
ー
の
醗
訳
で
、
　
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
第
三
輯
の
冒
頭
に
掲
載
し
た
論
文
に
若
干
の
統
計
（
第
六
、
七
、
八
表
）
を
付
加
し
た
上
転
載

し
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
政
策
各
章
の
研
究
は
こ
こ
に
極
め
て
簡
潔
に
要
約
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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人
口
過
剰
な
り
と
称
せ
ら
れ
た
我
国
で
も
、
準
戦
時
体
制
に
入
る
に
及
ん
で
、
却
っ
て
人
口
の
不
足
が
訴
へ
ら
れ
「
産
め
よ
癒
せ
よ
」

と
い
う
勇
ま
し
い
議
論
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
口
を
増
殖
せ
し
む
る
方
策
と
し
て
は
入
移
民
の
な
い
限
り
出
生
を
増
加
さ
せ
る
か
死

亡
を
少
く
す
る
外
は
な
い
。
上
田
先
生
は
現
下
日
本
の
人
口
政
策
は
出
生
増
加
よ
り
も
寧
ろ
死
亡
減
少
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。

「
『
産
め
よ
呈
せ
よ
』
の
標
語
の
外
に
『
育
て
よ
病
ま
す
な
』
の
標
語
が
必
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
（
第
二
部
、
「
支
那
事
変
と
我
国
人
口
問

題
」
）
。
そ
し
て
年
齢
別
死
亡
率
を
観
察
し
た
上
、
我
国
で
死
亡
率
の
高
い
の
は
主
と
し
て
乳
幼
児
死
亡
率
と
青
年
死
亡
率
の
高
き
た
め
で
、

こ
れ
は
甚
だ
悲
し
む
べ
き
現
象
で
あ
る
が
、
そ
の
低
下
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
な
い
と
力
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
注
）
。
国
立
人
口
問
題
研
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究
所
が
設
立
さ
れ
た
と
き
に
も
先
生
は
、
出
生
率
低
下
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
よ
り
緊
急
な
研
究
は
死
亡

率
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
東
京
朝
日
新
聞
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
十
五
日
）
。
生
活
程
度
を
上
昇
せ
し
め
つ
つ
人
口
の
増
殖
を
図
る
こ
と
が

必
要
と
考
へ
て
居
ら
れ
た
先
生
と
し
て
は
、
何
れ
か
と
い
へ
ば
量
よ
り
質
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。
多
死
を
免
れ
な
い
多
産
よ
り
も
、
む

し
ろ
少
産
少
死
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
残
者
の
増
加
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
先
生
の
最
後
の
研
究
は
、
富
農
先
生
の
血
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
未
完
の
遺
稿
「
徳
川
時
代
の
人
口
と
明
治
時
代
の
人
口
」
（
第
二
部
収
録
）

で
あ
る
。
我
国
で
は
徳
川
後
半
期
に
人
口
停
滞
を
来
し
、
そ
れ
が
明
治
に
入
る
に
及
ん
で
急
激
な
る
増
加
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
果
し
て

如
何
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
田
先
生
は
こ
の
点
に
深
く
思
ひ
を
ひ
そ
め
ら
れ
、
こ
れ
は
我
国
人
口
史
上
最
大
の
熱
意

を
以
て
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
そ
の
発
想
は
昭
和
十
四
年
秋
の
第
三
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
に
お
け
る
講
演

「
日
本
人
口
史
上
の
疑
問
二
件
」
（
第
二
部
収
録
）
に
見
ら
れ
る
。
先
生
の
言
は
れ
る
疑
問
の
第
一
は
徳
川
時
代
の
人
心
停
滞
、
第
二
ば
明

治
維
新
後
面
に
人
n
［
増
加
の
趨
勢
、
此
の
如
き
停
滞
、
急
増
を
示
す
に
至
っ
た
原
因
如
何
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
疑
問
は
実
は
二
に
し
て

一
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
は
単
に
歴
史
だ
け
の
問
題
で
な
く
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
口
増
加
の
予
想
、
若
し
く
は
そ
の
人
口
政
策
を
立

て
る
に
つ
い
て
大
い
に
参
考
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
広
く
同
好
者
の
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
先
生
は
残
念
な
が
ら

そ
の
研
究
半
ぽ
に
し
て
世
を
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
注
）
　
先
生
が
死
亡
率
の
低
下
を
強
調
さ
れ
る
と
き
、
曽
て
先
生
が
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
の
大
正
九
年
春
季
増
刊
号
「
百
年
後
の
日
本
」
に
寄
せ

　
　
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
想
起
す
る
。
そ
れ
は

　
　
　
「
産
婦
は
皆
国
家
の
保
護
に
依
り
、
充
分
の
手
当
を
受
く
る
に
依
り
、
生
れ
た
子
供
は
健
康
に
て
幼
児
死
亡
率
零
に
近
く
、
義
務
教
育
は
幼
稚

　
　
園
よ
り
始
め
て
十
六
才
ま
で
継
続
せ
ら
る
。
而
し
て
優
秀
の
も
の
は
男
女
共
国
家
の
費
用
に
て
中
学
、
大
学
に
入
り
、
卒
業
の
後
、
社
会
の
指

　
　
導
者
と
な
る
。
優
秀
な
ら
ざ
る
も
の
も
、
二
十
歳
ま
で
補
習
教
育
を
受
け
完
全
な
る
市
民
と
な
る
。
労
働
時
間
は
四
時
間
に
と
ど
ま
り
、
其
除

　
　
　
の
暇
は
文
学
、
芸
術
、
運
動
、
遊
技
に
費
さ
る
。
男
女
普
通
選
挙
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
産
業
も
皆
国
有
公
有
と
な
り
、
従
業
者
の
自
治
に
依
り



　
て
経
営
せ
ら
る
。
衛
生
の
進
歩
に
依
り
、
伝
染
病
は
絶
無
と
な
り
、
人
々
皆
健
康
長
寿
に
し
て
、
平
均
年
齢
は
百
二
十
五
歳
に
上
る
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
短
文
は
今
回
の
全
集
に
は
割
愛
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
は
先
生
の
社
会
、
経
済
、
人
口
に
つ
い
て
当
時
の
先
生
が

一
の
理
想
を
描
か
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
こ
の
短
文
に
お
い
て
す
ら
も
人
口
に
関
す
る
問
題
か
ら
説
き
起
し
、
そ
こ
に
結
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
先
生
の
人
口
問
題
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
偲
ぶ
次
第
で
あ
る
。
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上
田
先
生
が
期
間
の
短
か
か
っ
た
割
合
に
、
人
口
問
題
の
研
究
に
お
い
て
輝
し
き
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
人
口
問
題
に

有
す
る
関
心
と
熱
意
の
深
さ
に
よ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
先
生
の
日
記
を
見
て
も
、
人
口
問
題
の
研
究
に
関
し
て
は
実
に
数
多
く
記
入

さ
れ
て
お
り
、
昭
和
十
年
に
は
、
　
「
日
本
で
真
の
人
口
問
題
研
究
は
上
田
か
ら
始
ま
る
と
自
認
し
得
る
ま
で
に
発
展
し
た
い
」
と
書
か
れ

て
い
る
程
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
研
究
に
当
っ
て
共
同
研
究
と
い
ふ
事
実
が
異
常
の
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
昭
和
五
年

以
来
先
生
の
学
風
を
慕
ふ
若
き
学
徒
が
先
生
を
中
心
に
、
時
に
は
背
広
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
時
に
は
日
本
経
済
研
究
会
と
称
し
て
毎
週
集
り
、

そ
の
示
陵
と
指
導
に
よ
っ
て
研
究
に
励
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
先
生
に
こ
の
研
究
会
の
同
人
に
問
題
を
与
へ
る
と
共
に
よ
く
指
導
し
、
そ
の

研
究
報
告
を
聴
き
討
論
を
な
す
こ
と
に
極
め
て
熱
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
同
人
が
研
究
集
会
に
お
い
て
先
生
よ
り
教
へ
ら
昇
る
こ
と
は
勿
論

多
か
っ
た
が
、
聴
き
上
手
な
先
生
自
身
が
之
に
よ
っ
て
益
す
る
こ
と
も
亦
決
し
て
少
く
な
か
っ
た
。
研
究
会
同
人
と
称
し
て
も
必
ず
し
も

一
定
の
会
員
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、
各
方
面
の
学
者
実
際
家
を
含
む
と
こ
ろ
の
集
散
、
全
く
自
在
な
る
同
好
者
の
一
群
に
過
ぎ
な
か
っ

た
が
、
す
べ
て
研
究
と
い
ふ
一
点
に
つ
な
が
れ
て
進
ん
だ
の
で
あ
る
（
本
巻
第
二
部
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
序
文
）
。
先
生
の
編
著
と
し
て

昭
和
八
年
か
ら
十
二
年
に
至
る
間
、
第
一
輯
か
ら
第
三
輯
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
一
千
五
百
頁
は
実
に
こ
の
会
の
研

究
成
果
で
あ
り
、
先
生
自
身
が
一
冊
の
著
書
と
し
て
読
ま
れ
た
い
と
序
言
し
て
み
る
通
り
、
そ
の
何
れ
の
論
文
も
共
同
研
究
者
の
一
応
の

討
論
を
経
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
人
口
の
将
来
予
測
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
先
生
自
ら
の
研
究
を
示
し
て
同
人
の
批
評
を
求
め
る
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と
共
に
（
注
）
、
各
国
各
時
代
に
行
は
れ
た
同
様
の
研
究
を
分
担
し
報
告
し
て
、
そ
の
対
比
研
究
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
点
に
関
し
小
泉
信
三
博
士
が
「
上
田
博
士
は
自
ら
倦
む
こ
と
な
き
研
究
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
他
人
の
研
究
を
示
唆
し
刺

戟
す
る
こ
と
に
於
て
類
の
少
い
指
導
者
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
幾
年
か
の
間
、
多
く
の
少
壮
学
者
が
博
士
を
中
心
と
し
て
協
力
し
、
日
本
人

口
問
題
に
関
す
る
有
益
な
研
究
を
相
次
ぎ
相
並
ん
で
発
表
し
て
行
っ
た
の
は
、
近
時
の
壮
観
で
あ
っ
た
。
其
の
協
力
の
所
産
た
る
上
田
貞

次
郎
編
『
日
本
人
口
問
題
研
究
』
三
冊
は
恐
ら
く
最
も
よ
く
上
田
博
士
を
伝
へ
る
業
績
で
あ
ろ
う
。
」
　
（
同
博
士
著
『
師
、
友
、
書
籍
』
第
二

輯
、
昭
和
十
六
年
）
と
讃
え
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
（
注
）
　
日
本
経
済
研
究
会
同
人
の
一
人
で
あ
っ
た
猪
間
験
一
氏
は
、
後
に
、
こ
の
研
究
会
を
回
想
し
、
こ
の
会
は
来
る
者
を
拒
ま
ず
去
る
者
を
追
は
ず

　
　
　
の
先
生
の
態
度
に
、
メ
ン
バ
ー
も
少
し
つ
つ
変
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
主
な
者
と
し
て
猪
谷
善
一
、
山
中
篤
太
郎
、
美
濃
口
時
次
郎
、
井
口
東

　
　
　
輔
、
池
野
勇
治
、
左
右
田
武
夫
、
小
倉
正
平
、
中
山
伊
知
郎
、
東
畑
精
一
、
吉
田
秀
夫
、
森
田
優
三
、
杉
本
栄
一
の
諸
氏
並
に
筆
者
の
名
を
挙
げ

　
　
　
て
居
ら
れ
、
日
本
人
口
の
将
来
予
測
に
関
す
る
思
い
出
と
し
て
は
特
に
「
昭
和
七
年
秋
だ
っ
た
と
思
う
。
寒
夜
、
集
り
に
出
て
来
ら
れ
た
先
生

　
　
　
は
、
嬉
し
さ
に
ハ
チ
切
れ
そ
う
な
顔
を
し
て
云
は
れ
た
一
『
日
本
の
人
口
の
将
来
の
数
を
予
測
す
る
方
法
を
思
い
つ
い
て
ね
、
嬉
し
く
て
嬉
し

　
　
　
く
て
仕
方
が
無
い
。
早
く
そ
の
計
算
が
し
て
貰
い
た
い
の
だ
』
」
と
述
懐
し
そ
の
情
景
を
伝
え
て
い
る
。
（
猪
間
験
一
「
う
た
か
た
に
映
り
し
面
か

　
　
　
げ
」
統
計
、
一
九
五
二
年
七
月
号
）

　
上
田
先
生
の
残
後
わ
っ
か
一
年
に
し
て
、
日
本
は
、
先
生
の
憂
慮
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
平
和
に
徹
す
る
こ
と
な
く
第
二
次
大
戦
に
突

入
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
国
民
は
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
、
外
地
外
国
か
ら
の
引
揚
者
約
五
〇
〇
万
を
迎
へ
て
日
本
人
口
は
急
激
な
増
加
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
上
に
戦
後
の
出
産

ブ
ー
ム
で
昭
和
二
二
～
二
四
年
の
三
年
間
に
八
0
0
万
の
出
生
を
見
、
他
方
で
は
死
亡
率
、
殊
に
乳
児
死
亡
率
の
著
し
い
低
下
を
見
て
、

人
口
は
更
に
一
層
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
田
先
生
の
将
来
人
口
の
推
算
は
完
全
に
覆
へ
さ
れ
た
か
の
如
く
見
え
た
の
で
あ
る
。
併



説解創
鴎

し
な
が
ら
出
産
率
は
や
が
て
鎮
静
し
、
出
生
数
一
定
と
い
う
仮
定
に
つ
い
て
見
て
も
、
昭
和
二
四
年
の
二
九
〇
万
を
ピ
ー
ク
と
し
て
漸
次

低
下
し
、
昭
和
三
か
年
代
に
は
一
時
一
六
〇
万
乃
至
一
七
〇
万
前
後
と
な
り
、
そ
の
後
ま
た
増
加
に
転
じ
て
四
五
年
か
ら
二
〇
〇
万
を
若

干
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
出
生
数
一
定
と
い
う
先
生
の
仮
定
は
ま
た
再
現
し
そ
う
に
な
っ
て
来
た
。
そ
し
て
そ
の
数
も
総
人
口
一
億

を
数
ふ
る
に
も
拘
ら
ず
、
出
生
数
は
先
生
の
仮
定
の
二
一
〇
万
よ
り
も
梢
低
い
と
こ
ろ
に
定
着
し
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
出
生
率
は
昭
和

十
年
前
後
の
三
〇
％
か
ら
現
在
は
二
〇
％
以
下
と
い
う
低
さ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
死
亡
率
は
戦
後
に
著
し
く
低
下
し
早
く
も
西
欧
を
し

の
ぐ
所
ま
で
低
下
し
た
。
ま
た
先
生
の
最
も
憂
慮
さ
れ
て
い
た
乳
児
死
亡
率
も
顕
著
な
改
善
を
見
せ
、
出
生
千
に
対
す
る
乳
児
死
亡
数
の

比
率
は
昭
和
十
一
、
二
年
頃
に
は
一
六
〇
％
を
超
え
て
い
た
の
が
、
昭
和
十
五
年
よ
り
一
〇
〇
％
を
割
り
、
昭
和
二
八
年
よ
り
五
〇
％
以

下
に
改
善
さ
れ
、
そ
れ
が
昭
和
四
〇
年
代
に
は
二
〇
％
を
も
割
っ
て
、
最
近
に
は
一
〇
％
の
付
近
に
あ
る
。
実
に
驚
く
べ
き
改
善
で
あ

る
。
戦
後
に
お
け
る
日
本
人
口
の
趨
勢
は
、
終
戦
直
後
の
数
年
を
別
と
す
れ
ば
、
出
生
数
一
定
、
死
亡
率
低
下
と
い
う
先
生
の
推
算
の
と

き
に
考
え
ら
れ
た
方
向
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
ま
死
亡
率
は
限
度
に
近
い
で
あ
ろ
う
し
、
出
生
数
一
定
、
出
生
率
低
下

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
先
生
の
推
算
が
停
止
人
口
を
考
へ
ら
れ
た
よ
う
に
、
人
口
は
や
が
て
静
止
人
口
に
な
る
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
歴
史
の
流
れ
か
ら
見
れ
ば
戦
争
は
一
時
的
の
作
用
し
か
も
た
ず
、
先
生
の
推
算
は
そ
の
本
筋
に
お
い
て
当
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
先
生
が
提
唱
せ
ら
れ
た
工
業
の
発
展
、
貿
易
の
拡
大
は
戦
前
に
比
し
急
速
に
進
展
し
た
。
そ
れ
が
又
日
本
の
人
口
を
養
う
た
め
の

方
策
で
あ
り
、
国
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
途
で
も
あ
る
こ
と
が
現
在
で
は
何
人
に
も
容
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
極
め
て
最
近
に
な
っ

て
、
世
界
の
情
勢
は
貿
易
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
に
再
び
暗
雲
を
投
げ
始
め
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
工
業
化
、
都
市
化
に
つ
い
て
も
そ
れ

が
急
速
且
つ
無
計
画
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
幾
多
の
欠
陥
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
先
生
は
単
純
に
我
が
国
民
経
済

の
工
業
化
、
都
市
化
を
謳
歌
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
自
然
に
親
し
み
、
伝
統
を
愛
し
た
先
生
は
巨
大
都
市
の
出
現
は
必
ず
し
も
文
明
を
意



2
0

6説解

味
せ
ず
、
　
「
日
本
人
の
郷
土
は
農
村
に
あ
り
、
日
本
社
会
組
織
は
農
村
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
て
み
る
。
農
村
の
社
会
組
織
と
そ
の
中
に

流
れ
る
伝
統
的
精
神
を
破
壊
す
る
こ
と
な
し
に
堅
実
に
工
業
化
の
途
を
進
行
す
る
こ
と
こ
そ
現
代
日
本
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
に
矛
盾
も

あ
る
が
、
そ
の
矛
盾
は
克
服
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
」
（
『
日
本
人
口
政
策
』
序
文
）
と
い
う
こ
と
も
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
吾
々
は
日
本
の

人
口
と
経
済
の
あ
り
方
に
つ
き
先
生
の
卓
見
に
服
す
る
と
共
に
、
そ
の
所
論
に
聴
く
べ
き
所
多
い
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

　
尚
ほ
先
生
の
遺
稿
と
な
っ
た
「
徳
用
時
代
の
人
口
と
明
治
時
代
の
人
口
」
を
読
む
と
き
、
先
生
が
人
口
増
減
の
原
因
を
究
め
る
た
め
に

こ
の
過
去
の
現
実
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
学
問
的
熱
情
を
感
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
こ
の
問
題
に
関
し
て
研
究
が
深
化
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
の

か
ど
う
か
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
先
生
死
後
の
日
本
は
暫
ら
く
の
間
諸
情
勢
の
急
激
な
変
化
の
中
に
あ
り
、
斯
種
研
究
へ
沈
潜
す
る

傾
向
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
ま
た
「
ロ
ー
マ
会
議
」
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
源
と
人
口
と
の
関
係
が
問
は
れ
、
人
口

問
題
の
研
究
は
一
段
と
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
来
て
い
る
。
先
生
の
御
意
見
を
聴
く
を
得
な
い
こ
と
を
憾
む
と
共
に
、
先
生
の
着
実
な
研

究
に
教
を
請
う
て
、
事
態
解
明
へ
の
途
を
探
る
こ
と
が
後
身
者
の
責
務
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
（
昭
和
五
一
年
一
月
一
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
橋
　
貞
壽
）
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